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書評

　糖尿病の治療は，異なる作用機

序を有する多くの新薬が開発さ

れ，治療のエビデンスも集積され

てきたにもかかわらず，依然とし

て患者の主体的参加がその成否を

握っている。そこで糖尿病の治療

では，患者が病気と向き合い，闘

う意欲と能力を持っている，とい

う考え方に立脚して，それを引き

出すための患者支援の技法，すな

わちエンパワーメントが重要と

なってくる。著者の石井均氏は，

このエンパワーメントを糖尿病治

療における標準的治療法に具体化

する努力を営々として続けられて

きた。それが，心理分析，認知行

動療法，変化ステージモデル，等々

である。石井氏は，これらのモデ

ルや技法を駆使しながら，本書で

は，その上位の学問体系として，

「糖尿病医療学」という概念に行き

着いたことを述べている。

　糖尿病の科学の進歩は著しい。

しかし糖尿病治療は従来の科学で

は扱いきれない部分をたくさん

持っている。それを，石井氏は，

科学を超える「糖尿病医療」とい

うパラダイムとして提案してい

る。そこでは，医療者からの情報

提供と患者の自発的選択に支えら

れた医療者－患者関係，相互参加

が必要不可欠であり，石井氏はそ

れを「治療同盟」と呼んでいる。

そして「治療同盟」では，医療者－

患者関係における強固な人間的な

信頼的関係を築くことが，治療を

うまく進める鍵となる。私なりに

解釈すれば，糖尿病学・糖尿病研

究は，糖尿病の科学，真理を追究

するサイエンスを担保するもので

あり，「治療同盟」はいかによく

生きるか，自己実現を追究する

ヒューマニズムを担保するもので

ある。そして前者の科学知と後者

の人間知の相互作用こそ，本書で

石井氏が提唱する「糖尿病医療学」

の本質ではないか，と考えた。

　本書は，糖尿病患者と医療を結

び付けることに成功した著者の集

大成である。本書で提唱された「糖

尿病医療学」という概念により，

糖尿病治療が従来の科学（自然科

学）を超えた新しい学問体系とし

て整理され，充実し，より良い糖

尿病の治療同盟につながることを

期待したい。
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